
にいはまプラスチック資源循環戦略 【概要版】

○プラスチックは、その利便性の高さから様々な用途で使用されており、私たちの生活に必要不可欠な素材となっている
○一方、プラスチックごみは焼却処理に伴い温室効果ガス排出の大きな要因となっており、脱炭素社会の実現に向けて解決しなくてはならない課題
○近年では海洋プラスチック汚染が国際的な問題となっており、SDGsにおいても目指すべき目標の１つとなっている

SDGｓの達成目標と合わせて２０３０年度に向けて実効的に推進

本市の特徴、強み
○市内には、化学工業をはじめ数多くの企業・工場が立地し、優れた環境技術を有する企業が産業振興、イノベーションを推進する基盤がある
○環境美化推進協議会、地球高温化対策地域協議会、にいはま環境市民会議など市民・事業者との意見交換や連携を行う機会が充実しており、協働
による取組が行いやすい

プラスチックごみを取り巻く環境は近年急激に変化しており、
今後も様々な動きが予想されるため、本戦略との関連性が特に
強い「新居浜市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」の改定のタ
イミングで、国・県の動向等を踏まえた具体的な取組などを適
宜反映します。

本戦略の位置付け



プラスチック資源循環の推進に向けた取組

（１）プラスチックごみのリデュースの徹底、リユースの促進
（２）繰り返し使える製品及び再生可能な資源への代替
（３）プラスチックの分別回収、適正処理及びリサイクルの推進

１．プラスチック３R＋Renewableの推進

（１）ポイ捨て・不法投棄の撲滅
（２）廃棄物適正処理、海洋ごみの回収処理
（３）代替え素材活用の推進
（４）海洋ごみの実態把握

２．海洋ごみ問題の解決（海洋プラスチックごみ対策）

本戦略の成果指標

◆容器包装リサイクル法に基づく容器包装プラの分別収集・再商品化に
は既に取り組んでいる。

◆製品プラは焼却処理し、サーマルリサイクル（発電）を行っている。
◆プラスチック資源循環法施行、循環型社会構築、２０５０カーボン
ニュートラルなど、製品を含めたプラスチックの分別収集・再商品化
（マテリアルリサイクル・ケミカルリサイクル）が社会的要請と認識。

◆循環交付金の要件化により、将来何らかの形で製品プラも含めた取組
が必要。
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◆現体制では製品プラを含むプラスチックの分別収集・再商品化
は実施できず、新たな体制の構築が必要。（収集運搬、大きさ
３０ｃｍ以下→５０ｃｍ以下、選別能力、圧縮梱包能力等）

◆プラスチック分別収集・再商品化は、容リ法指定法人ルート、
認定再商品化計画ルート、独自処理などが制度上可能であるが、
それぞれに課題が多く、詳細情報が不足している。

◆製品プラを含め、プラスチックリサイクルについて、再構築す
べく、調査研究を開始。
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◆近い将来の新たなプラスチックの分別収集・再商品化体制を構
築を図るべく、調査研究、検討をおこない、一定の方向性を見
出したい。

◆幅広く手法を検討し、持続可能な手法を検討していく。
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プラスチックごみ処理の今後の課題と方向性


